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パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
最
悪
の
場
合
、
被
害
者
を
死
に
追
い
や
る
人
道
上
許
さ
れ

な
い
「
い
じ
め
」
で
す
。
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
は
11
月
17
日
、
登

録
団
体
の
研
修
と
し
て
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

の
田
中
正
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ス
ナ
代
表
）
の
講
義
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 
 パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
職
場
な
ど
組
織
の
中
の 

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
）
の
現
状
と
対
策 

 

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は 

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
役
職
な

ど
の
上
位
、
優
位
な
人
が
、
そ
の
地
位
や

職
権
、
立
場
を
利
用
し
て
不
当
な
要
求
や

嫌
が
ら
せ
（
い
じ
め
）
を
す
る
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

昨
年
度
の
日
本
の
自
殺
者
は
３
万
人
余

で
動
機
の
第
４
位
が
「
勤
務
問
題
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
性
別
で
は
男
性
が
圧
倒
的

に
多
く
、
背
景
に
は
「
男
ら
し
さ
」
と
い

う
性
別
役
割
意
識
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

講
義
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
事
例 

 

Ｋ
市
の
職
員
だ
っ
た
Ａ
さ
ん(

男
性)

は
、
配
属
さ
れ
た
課
の
課
長
、
係
長
ら

か
ら
、「
な
ん
で
あ
ん
な
や
つ
が
来
た
ん

だ
、
断
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
厄
介
者
扱

い
さ
れ
、
性
的
猥
雑
な
言
葉
を
浴
び
せ

ら
れ(

男
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
ハ

ラ)

、
体
型
を
嘲
笑
さ
れ
、
果
物
ナ
イ
フ

で
脅
す
よ
う
な
か
ら
か
い
を
受
け
る
な

ど
執
拗
な
い
じ
め
を
受
け
ま
し
た
。
人

事
課
長
に
訴
え
ま
し
た
が
、
同
課
長
は

事
実
を
積
極
的
に
調
査
せ
ず
放
置
。
そ

の
た
め
Ａ
さ
ん
は
心
因
反
応
を
生
じ
、

上
司
へ
の
う
ら
み
を
記
し
た
遺
書
を
残

し
て
自
殺
し
ま
し
た
。
両
親
は
Ｋ
市
に

対
し
損
害
賠
償
を
求
め
、
裁
判
で
は
、

い
じ
め
と
自
殺
の
因
果
関
係
が
認
め
ら

れ
、
Ｋ
市
は
安
全
配
慮
義
務
を
怠
っ
た

と
し
て
１
０
６
３
万
円
の
賠
償
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。
（
２
０
０
３
年
） 

防
止
す
る
に
は 

こ
う
し
た
悲
劇
を
防
止
す
る
た
め
に
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

予告 ２01２年 2 月４日(土)５日(日)  町田市民フォーラム 

第 1２回 まちだ男女平等フェスティバル    

15：00 3 階ホール 映画「六ヶ所村ラプソディー」鎌仲ひとみ 

 9：45 3 階ホール ＜メイン企画＞         監督作品 

「いま私たちの手に 未来の選択権がある」鎌仲ひとみさん 映像作家      

13：00 3 階ホール「戦争の中の女性を考える」大森典子さん  

13：30 4 階第 2 学習室「私だけのキャリアのつくりかた」石崎裕子さん 

14：00 4 階第 1 学習室「つくろう！男女平等推進条例を」伊藤めぐみさん 

 

10：00 3 階ホール「平安貴族女性の婚活？！」彦由三枝子さん 

11：00 3 階活動室「高齢期の住まい方」小柴誠さん 

13：00 3 階視聴覚室「アルコールとの付き合い方～悩みごと相談～」 

14：00 3 階和室「おはなし会～物語の中の女と男～」まちだ語り手の会 

14：00 3 階活動室「ストレスと上手につき合おう」柴田悦子さん 

参加申し込み方法など、詳しくは

1 月 11 日発行「男女平等推進セ

ンターだより」をご覧ください 

 

事
業
主
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
労
務
管

理
上
の
「
危
機
管
理
」
と
位
置
づ
け
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成
し
、
管
理
職
の
教
育
、

従
業
員
研
修
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
被
害
を
受
け
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

職
場
の
上
司
や
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
こ

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
各
地
域
に
設
け
ら
れ

て
い
る
厚
生
労
働
省
の
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
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活発な意見交換やグループ発表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
運営委員に 

応募しませんか？                                                     
 
男女平等推進センターに 

団体登録しませんか？  

センターでは、「男女平等推進に関する活動をする団体･グループ」を支援するため 

☎ ０４２－７２３－２９０８ 

 

 

 

 

 

～
～ 

開
催
さ
れ
た
講
座
か
ら 

～
～ 

新
刊
書
紹
介 

 

図
書
の
貸
し
出
し
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
視
聴
が
で
き
ま
す
！ 

「
働
く
オ
ン
ナ
の
処
世
術
」  

 
 

 
 

 
 

 

深
澤 

真
紀 

 

日
経
Ｂ
Ｐ
社 

  

あ
え
て
、「
輝
か
な
い
、
が
ん
ば
ら
な
い
、
話
を
聞
か
な
い
」
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

向
上
心
や
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
は
大
事
だ
け
ど
、
生
き
て
い
れ
ば
理
不
尽
な
こ
と
も

山
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
で
心
の
平
和
度
が
違
っ
て
く
る
。
が

ん
ば
れ
る
時
は
が
ん
ば
っ
て
、
普
段
は
無
駄
に
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
こ
と
が
長
持
ち
の

秘
訣
。
時
に
は
心
に
耳
栓
を
し
た
り
、
上
手
に
ふ
て
く
さ
れ
た
り
、
小
さ
く
逃
げ
る
こ

と
だ
っ
て
大
切
な
解
決
法
だ
と
言
う
著
者
の
言
葉
に
ス
ッ
と
心
が
軽
く
な
り
ま
す
。 

 「
こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
！
子
育
て
の
悩
み
解
決
１
０
０
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

 

大
豆
生
田 

啓
友 

 

す
ば
る
社 

「
子
ど
も
っ
て
、
も
っ
と
天
使
み
た
い
な
も
の
か
と
思
っ
て
た
け
ど
、
全
く
違
っ
た
！ 

一
日
中
だ
っ
こ
だ
っ
こ
で
夜
泣
き
は
す
る
し
、
す
ぐ
に
イ
ヤ
ッ
て
言
う
し
、
夫
の
帰
り

は
遅
い
し
…
」
程
度
の
差
は
あ
れ
、
親
た
ち
は
皆
こ
ん
な
ふ
う
に
悩
ん
で
い
ま
す
。 

「
よ
く
あ
る
疑
問
」
に
幼
児
教
育
の
専
門
家
と
し
て
保
育
の
現
場
の
事
例
や
自
身
の
子

育
て
経
験
か
ら
コ
メ
ン
ト
す
る
形
で
構
成
さ
れ
、
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
に
は
「
あ
せ
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

 

「
イ
ク
メ
ン
で
行
こ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渥
美 
由
喜 

 
 

日
本
経
済
新
聞
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
線
で
働
く
著
者
自
身
の
育
休
体
験
と
取
材
し
た
男
性
た
ち
の
体
験
を
も
と
に
し

た
架
空
の
男
性
の
育
休
体
験
記
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
い
え
、
あ
り
そ
う
な
会
社
で
の

軋
轢
、
夫
婦
の
や
り
と
り
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
喜
び
と
苦
労
、
親
戚
や
公
園
マ
マ
た

ち
の
反
応
…
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
て
し
ま
う
様
子
に
引
き
込
ま
れ

ま
す
。
育
児
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
マ
ル
チ
業
務

遂
行
力
、
リ
ス
ク
管
理
能
力
を
高
め
、
出
世
に
つ
な
が
る
！
と
イ
ク
メ
ン
予
備
軍
に
エ

ー
ル
を
送
る
一
冊
。 

 

センター所蔵の映画を 大きな 

スクリーンで観て、感想などを

話し合いましょう。 無料です。 
 

＊１２月１３日(火)14:00～  

「明日の記憶」 
 ０５年（日本）１２２分 

若年性アルツハイマーの夫と、と

もに乗り越えようとする妻との情愛

を渡辺謙と樋口可南子が好演。 

＊１月１０日(火)14:00～ 

「女はみんな生きている」 
０２年（フランス）１０８分 

組織に追われる娼婦と普通の主

婦が、とんでもない復讐劇を巻き

起こす痛快サスペンス。 

＊２月１４日(火)14:00～  

「終着駅 トルストイ最後の旅」 
０９年（独・ロシア）１１２分 

ロシアの文豪トルストイと妻ソフィ

アの長年に渡る愛と葛藤の物語。

没後百年を経て明かされる感動

の実話。 

上映場所：町田市民フォーラム 

       活動室（３F） 

 

バスターミナル 

ぽっぽ町田         

● 

 

「女性悩みごと相談」 
 

☆ 女性のための身近な相談室として、電話による相談

を受けています。一人で悩まないで相談してみませ

んか。 

 

受付時間…月･火･木･金･土曜日  9:30～16:00 

       水（第３水曜日を除く）13:00～20:00 

      （日･祝日、年末年始はお休みです） 

 

  電話番号…042-721-4842（相談専用） 

 

 

登録団体企画講座   １０月１２日実施 

「女人禁制の歴史は今…」 
～現代にも残る 

「なぜ、ダメなの？」をひもとく～ 

講師：彦由三枝子さん（政治経済史学会会長） 

（参加者 116名） 

登録団体企画講座   １０月２３日実施 

「女性のためのアサーティブ 

～さわやかコミュニケーション～」 

講師：坂本 照子さん    （参加者 20名） 

（ウィメンズ・サポートオフィス連代表理事） 

 

 

「コミュニケーションが苦手と感じていますが

前向きな気持ちになれました」「コミュニケーシ

ョンも訓練することで伝わるようになるのかな

と思いました。日常生活の中で生かしていきた

い。」終了後、こんな感想が寄せられました。 

自分らしく、自信をもって生きることを考える

“きっかけ”になったのではないでしょうか。 

宮中や社寺の聖域、山岳

修行の行場など女性の

立入りを恒常的に禁止

する女人禁制について、

宗教や慣習、風俗、習慣

等の背景を踏まえて解

説していただきました。 


	No.14
	No.14-1

